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限られた時間の中で行動を選択し実行することは、日常的な

場面からスポーツ特有の場面まで共通して求められる。例え

ば、サッカーでパスをする相手を選択する状況など、多くのス

ポーツ場面では、数秒ないしは1秒以下の厳しい時間制約の中

ですばやく行動を選択する必要があり、その選択は勝敗を決め

る一因ともなる。このような状況では、意思決定速度や運動精

度などの自分自身の能力を考慮に入れて、適切な行動を選択

することが重要である。しかしながら、われわれの一連の研究で

は、多くの参加者が共通して、選択する時間的余裕がない状況

でも選択をしようとしてしまい、結果として獲得できる報酬の期

待値を低下させてしまう認知バイアスをもつことが示されてき

た。本発表では、それらの研究の中で用いてきた最適性の定量

化手法を紹介すると共に、認知バイアスの発生機序や、その機

能的な意義についての現考察を紹介する。

時間制約下での運動意思決定：
行動データに基づく意思決定の最適性評価
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